
“
陰
陽
五
幽
旧
説
”
の
影
響

一
万
 
葉
 
集
 
を
．
主
・
に
一

伊

原

昭
．

剛

 
上
代
は
、
「
階
唐
文
化
を
大
規
模
に
採
用
し
、
鋭
意
か
れ
に
劣
る
ま
い
と
努

力
し
た
と
き
で
あ
る
か
ら
、
階
唐
文
化
は
各
方
面
に
力
強
く
行
き
わ
た
り
、
そ
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の
存
在
と
効
能
と
が
主
張
せ
ら
れ
た
。
」
と
い
わ
れ
、
大
陸
文
化
の
吸
収
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
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思
想
・
芸
術
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
分
野
で
成
果
を
み
せ
た
わ
け
で
あ
り
、
例
え

ば
、
絵
画
や
彫
刻
・
建
築
な
ど
の
美
術
の
面
で
も
、
儒
教
・
仏
教
を
は
じ
め
と

す
る
思
想
方
面
で
も
、
律
令
を
は
じ
め
と
す
る
政
治
的
な
面
で
も
大
き
な
影
響

を
受
け
た
わ
け
で
、
 
「
こ
れ
ら
の
大
勢
の
中
に
文
学
だ
け
が
染
色
さ
れ
な
い
こ
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と
は
不
可
能
で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
日
本
人
が
漢
字

を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 
『
古
事
記
」
、
 
『
万
葉
集
」
を
は
じ
め
種
々
の

貴
重
な
文
化
遺
産
を
我
々
に
の
こ
し
て
く
れ
た
わ
け
で
、
東
洋
文
化
と
西
洋
文

化
の
ち
が
い
は
あ
る
が
、
非
常
に
熱
心
な
文
化
摂
取
と
そ
の
実
践
が
み
ら
れ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
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の
は
、
上
代
と
近
代
の
二
時
代
で
あ
る
と
さ
え
言
わ
れ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
「
こ
れ
に
よ
っ
て
古
来
の
日
本
文
化
は
全
く
無
視
せ
ら
れ
、
放
画
せ

ら
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
互
に
他
を
取
入
れ
、
み
ず
か
ら
を
成
長
さ
せ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
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い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
。
諸
先
覚
の
説
に
多
く
檬
ら
せ

て
い
た
だ
い
た
が
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
も
、

し
、
当
時
の
我
国
は
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
、

と
が
明
ら
か
に
知
ら
れ
る
。

 
小
稿
で
は
、
そ
の
具
体
例
の
一
つ
と
し
て
、

り
あ
げ
て
み
た
い
。

二

外
来
文
化
が
浴
々
と
し
て
流
入

そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
こ

申
国
の
”
陰
陽
五
行
説
”
を
と

 
〃
陰
陽
五
行
説
”
が
我
国
に
伝
来
し
た
の
は
、
非
常
に
早
く
、
正
式
に
は
、

推
古
紀
に
「
冬
十
月
置
、
百
済
の
陪
観
当
来
け
り
②
料
り
て
暦
の
本
及
び
天
文

地
理
の
書
、
丼
て
遁
甲
方
術
の
書
を
貢
る
。
」
（
日
本
書
紀
 
推
古
天
皇
十
年
冬
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十
月
下
一
七
八
頁
）
と
あ
る
の
に
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
、
と
言
わ
れ
る
。
幽

 
”
五
行
兜
は
、
尚
書
の
艀
船
に
、
 
コ
五
行
。
・
一
日
水
、
二
日
火
、
三
日

木
、
四
日
金
、
五
日
土
。
」
と
あ
り
、
そ
の
銃
に
、
 
「
書
伝
云
、
水
火
者
百
姓

之
所
二
号
食
一
也
。
金
木
者
百
姓
之
所
二
興
作
一
也
。
土
者
万
物
陣
所
二
資
生
一
也
。

直
島
二
人
用
一
。
五
行
即
五
二
也
。
嚢
二
十
七
年
来
伝
云
、
天
生
二
五
材
一
、
歯
並

用
・
之
。
言
五
者
、
各
有
二
材
幹
［
也
。
謂
二
之
行
一
者
、
耳
茸
・
天
則
五
気
流
行
、
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在
レ
地
世
所
二
行
用
一
也
。
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
天
地
の
間
に
愚
書
流
行
し

（1）

”
陰
陽
五
行
説
”
の
影
響
 
一
万
葉
集
を
主
に
ー



て
単
身
せ
ぬ
木
、
火
、
土
、
金
、
水
の
五
つ
の
元
気
。
万
物
組
成
の
元
素
。
…
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…
戦
国
時
代
（
前
歯
〇
三
～
二
一
二
）
の
郷
宿
・
郷
爽
が
こ
れ
を
主
張
。
」
と

い
う
。

 
ま
た
．
陰
陽
説
”
は
、
 
「
天
地
之
気
、
合
尊
墨
レ
一
、
分
為
二
陰
陽
「
、
脇
戸
二

四
時
一
、
列
為
二
五
行
一
、
」
 
（
五
行
相
生
第
五
十
九
）
 
「
…
金
木
水
火
各
奉
献
其

所
官
主
、
以
従
二
心
陽
一
、
相
与
一
・
力
而
丼
・
功
、
其
実
非
二
独
陰
陽
一
也
、
…
」

（
天
辮
在
人
第
四
十
六
）
と
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
五
行
思
想
と
古
記
月
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令
の
研
究
」
に
詳
し
い
。
つ
ま
り
、
陰
陽
は
、
天
地
問
に
在
っ
て
万
物
を
生
ず

る
二
気
。
又
日
月
・
乾
坤
・
寒
暖
・
男
女
等
の
性
相
対
す
る
を
い
う
。
陰
陽

説
、
易
の
思
想
に
基
づ
き
、
・
…
二
百
代
（
前
借
〇
二
～
後
二
二
〇
年
）
に
大
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
1
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
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に
流
行
し
、
陰
陽
五
行
説
に
ま
で
発
展
し
た
、
と
あ
る
。
次
に
、
こ
れ
を
表
示

し
て
お
く
。

豊
塞
難
甑
藍
篭
鳥
麗
十
二
支

月

陽陽陰陰

木
跡
春
東
（
離
角
仁
八
喜
喜
肝

火
濃
南
（
兼
一
礼
七
宮
赫
楽
心

寅
・
卯
・
辰

巳
・
午
・
寸

土
鮭
鷺
宮
信
五
無
韻
慾
脾
輯
琳
．

金
醗
秋
西
白
商
義
九
晶
怒
肺

蓄
財
冬
北
（
蕪
羽
智
六
轟
哀
詩

申
・
酉
・
戌

亥
・
子
・
丑

一
・
二
・
馳

三
月

四
・
五
・

六
月

七
・
八
・

九
月

十
・
亡
・

＋二

 
「
陰
陽
五
行
思
想
が
記
紀
の
中
に
顕
著
で
あ
る
こ
と
は
諸
家
に
よ
っ
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
…
…
日
本
神
話
の
冒
頭
か
ら
う
か
が
わ
れ
、
飯
島
博
士
（
日
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-

本
上
古
史
論
 
昭
和
2
2
 
四
九
頁
）
の
指
摘
は
全
く
重
大
で
あ
る
。
」
、
「
陰
陽

五
行
思
想
は
大
陸
か
ら
は
や
く
日
本
に
渡
来
し
、
…
…
文
字
移
入
の
原
初
に
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
…
…
七
世
紀
初
頭
ま
で
は
や
や
緩
慢
で
あ

っ
た
が
、
六
四
〇
年
頃
、
…
…
急
速
に
浸
透
し
、
…
…
多
数
の
百
済
亡
命
者
を
迎

え
た
天
坐
業
に
至
っ
て
そ
の
様
相
は
一
変
し
、
さ
ら
に
次
の
天
武
朝
に
及
ん
で
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陰
陽
五
行
思
想
の
盛
行
は
、
そ
の
頂
点
に
達
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
」

と
い
わ
れ
る
。

三

 
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
諸
方
面
に
陰
陽
五
行
説
が
浸
透
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
ま
ず
、
当
時
の
諸
作
品
を
探
っ
て
み
よ
う
。
 
「
古
事
記
」
に
は
、

 
三
下
飛
鳥
清
原
大
宮
御
二
大
八
州
一
天
皇
御
世
上
、
…
…
乗
三
一
気
之
正
一
、
斉
二

 
五
行
之
序
一
、
設
二
神
理
一
副
司
・
俗
、
敷
二
英
風
一
副
司
・
国
。
」
 
（
上
巻
丼
序
」

四
四
頁
）

と
あ
り
、
天
武
の
治
績
が
、
二
気
と
五
行
、
つ
ま
り
、
陰
陽
五
行
説
に
そ
っ
て

い
る
こ
と
で
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
天
三
朝
は
大
陸
文
化
を
天
武
の
必
要
に
応
じ

て
、
そ
う
し
た
方
向
に
そ
っ
て
摂
取
し
、
利
用
し
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
こ
ど
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は
小
稿
で
も
ふ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
序
は
そ
の
一
面
を
端
的
に
も
の
語
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
 
『
三
日
本
紀
」
に
は
、

 
十
一
月
癸
未
。
通
日
。
如
聞
。
頃
年
諸
国
博
士
医
師
。
多
非
二
其
才
一
。
一
十

 
得
レ
選
。
非
二
子
掲
7
政
。
亦
先
・
益
レ
民
。
自
レ
今
已
後
。
不
レ
得
二
敢
然
【
。
汁

漬
・
講
・
経
生
者
。
三
十
。
…
…
陰
陽
生
者
平
易
。
新
撰
陰
陽
書
。
黄
帝
金
工
。

 
五
行
大
義
。
…
…
（
孝
謙
天
皇
天
平
宝
字
元
年
十
一
月
）
（
前
二
四
三
頁
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
マ
）

 
上
海
。
以
二
従
四
位
下
藤
原
恵
美
朝
臣
朝
狩
一
為
二
東
海
道
節
度
使
一
。
…
…
其

（2）



 
所
レ
回
し
-
…
下
野
等
十
二
国
。
強
二
三
塁
一
百
五
十
二
隻
。
兵
士
一
万
五
千
七

 
百
人
。
子
弟
七
十
八
人
。
水
手
七
千
五
百
廿
人
一
。
…
…
従
三
位
百
済
王
敬

 
福
為
二
南
海
道
使
「
。
…
…
周
防
等
十
二
国
。
…
…
正
四
滴
下
吉
備
朝
臣
真
・

 
備
為
二
西
海
道
使
一
。
…
…
薩
摩
等
八
国
。
…
…
皆
免
二
三
年
田
租
一
。
悉
赴
二
弓

 
馬
一
。
兼
調
二
習
五
行
之
陳
一
。
其
所
レ
遣
兵
士
者
便
役
造
二
兵
器
一
。
 
（
淳
仁
天

 
皇
 
天
平
宝
字
五
年
十
一
月
）
 
（
後
二
八
二
頁
）

と
あ
る
。
こ
の
『
新
撰
陰
陽
書
」
、
 
『
五
行
大
義
」
は
、
陰
陽
生
の
教
科
書

で
、
 
「
中
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
流
行
を
見
ず
、
宋
以
後
、
逸
し
た
五
行
大
義

は
、
我
が
国
に
は
夙
に
将
来
さ
れ
、
各
方
面
に
甚
深
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
…

…
そ
の
中
に
陰
陽
生
の
修
む
べ
き
書
と
し
て
五
行
大
義
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
当

時
、
既
に
陰
陽
関
係
の
人
々
に
熟
読
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
9

日
本
に
お
い
て
は
、
，
陰
陽
道
に
最
初
に
受
容
さ
れ
、
彼
等
に
多
大
の
影
響
を
与
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え
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
」
と
あ
る
。
五
巻
で
、
階
の
粛
吉
撰
と
言

わ
れ
る
が
、
 
『
五
行
大
義
』
に
つ
い
て
は
中
村
氏
に
よ
っ
て
詳
し
い
。
ま
た
、

『
新
撰
陰
陽
書
』
は
、
「
こ
れ
ら
の
諸
道
勘
文
（
公
事
の
書
、
平
安
末
の
纂
輯
）

に
は
、
金
匿
経
。
…
…
新
撰
陰
陽
書
…
…
な
ど
亡
秩
し
た
陰
陽
五
行
書
・
緯
書

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
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な
ど
の
引
用
が
存
し
て
い
る
」
と
あ
り
、
「
こ
の
暦
林
問
答
集
に
は
、
五
行
大

義
の
外
、
…
新
撰
陰
陽
書
・
…
…
金
置
経
・
暦
林
な
ど
多
く
の
雷
文
が
含
ま
れ
、

 
 
注
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て
い
る
。
」
と
あ
っ
て
、
後
世
の
安
倍
・
賀
茂
両
家
の
陰
陽
道
へ
の
影
響
が
あ

っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

 
ま
た
、
 
“
五
行
之
陳
”
と
あ
る
の
は
、
陳
は
、
 
「
陳
、
御
本
作
陣
、
相
通
」

と
国
史
大
系
本
の
『
続
紀
」
に
記
さ
れ
て
お
り
、
 
”
五
行
出
陣
〃
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
 
「
五
つ
の
母
法
。
…
…
〔
即
身
公
問
対
、
中
〕
太
宗
日
。
五
行
陣
如

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
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何
コ
三
日
、
本
因
二
五
方
色
｝
立
二
此
名
｝
、
方
・
円
・
曲
・
折
・
鋭
、
実
学
二
地

、
陰
陽
五
行
説
”
の
影
響
 
一
万
葉
集
を
主
に
一

勢
一
景
レ
然
、
凡
軍
不
・
習
二
此
五
者
ろ
安
可
二
以
臨
7
敵
乎
、
兵
、
誰
道
也
、
故

強
名
二
五
行
一
番
。
」
 
（
大
漢
和
辞
典
）
と
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
国
政
、
教
育
、
あ
る
い
は
軍
事
等
の
諸
方
面
で
も
陰
陽
・
五

行
関
係
が
み
ら
れ
、
我
国
に
と
っ
て
少
な
か
ら
ぬ
役
割
を
果
し
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。

 
と
く
に
、
五
行
説
の
”
五
色
（
絵
）
”
は
、
諸
作
品
の
申
に
屡
々
記
さ
れ
、

「
維
摩
経
義
疏
」
に
、

 
五
色
令
二
人
目
盲
一
。
五
音
令
二
入
耳
聾
一
。
五
味
令
二
人
口
爽
一
。
 
（
二
四
頁
）

と
あ
り
、
五
音
、
五
味
も
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
 
『
日
本
書
紀
」
に
は

 
時
百
済
肖
古
町
、
深
之
歓
喜
、
而
厚
遇
焉
。
傍
以
二
五
色
練
絹
各
一
匹
、
…

 
…
丼
鉄
牛
冊
隅
一
、
幣
二
爾
波
移
一
。
（
神
功
皇
后
 
摂
政
四
十
六
年
三
月
）
（
上

 
三
五
三
頁
）

 
八
月
、
天
皇
遣
二
大
将
軍
大
伴
連
狭
手
彦
一
、
領
弱
兵
数
万
一
、
伐
二
宇
高
麗
一
。

 
…
…
狭
手
彦
零
点
レ
勝
今
入
レ
宮
、
・
…
∵
以
西
甲
二
領
…
五
色
幡
二
竿
-
：
三
、

 
送
二
選
蘇
我
篭
目
宿
祢
大
臣
［
。
 
（
蓋
明
天
皇
 
二
十
三
年
八
月
）
 
（
下
一
二

 
七
頁
）

 
壬
子
、
召
二
唐
客
於
朝
庭
一
、
令
レ
奏
二
使
旨
一
。
…
…
是
時
、
皇
子
諸
王
諸
臣
、

 
…
…
亦
衣
服
皆
用
二
念
楽
器
部
品
剣
巴
綾
羅
一
。
昏
賑
、
墨
書
・
 
（
推
古
天
皇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
 
 
一

 
十
六
年
八
月
）
 
（
下
一
九
三
頁
）

 
二
年
春
正
月
壬
子
朔
旦
、
五
色
大
雲
、
満
二
三
一
天
一
、
而
閾
呈
露
寅
一
。
 
（
皇

 
極
天
皇
 
二
年
正
月
）
 
（
下
二
四
五
頁
）

 
於
レ
是
、
山
背
大
兄
王
、
…
…
終
与
二
子
弟
妃
妻
二
時
自
繰
網
死
也
。
平
時
、

 
五
色
幡
蓋
、
種
々
伎
楽
、
照
二
灼
於
空
一
、
簡
二
垂
於
寺
「
。
（
皇
極
天
皇
 
二

 
年
十
一
月
）
 
（
下
二
五
三
回
目

（3）

'



 
凡
人
死
亡
之
時
、
…
…
如
レ
此
旧
俗
、
一
皆
豊
富
。
戴
体
無
レ
蔵
二
金
銀
錦
尊
長
一
。

 
…
…
（
孝
徳
天
皇
 
大
化
二
年
三
月
）
 
へ
下
二
九
五
頁
）

 
是
月
、
ゼ
：
…
討
二
蝦
夷
国
一
。
…
…
即
下
三
船
一
隻
、
与
二
五
色
絵
畠
一
、
祭
二
割

 
地
神
一
。
 
（
斉
明
天
皇
 
五
年
三
月
）
 
（
下
三
三
七
頁
）

 
留
日
、
賜
二
越
蝦
夷
沙
門
道
信
、
仏
像
一
躯
、
…
…
五
色
絵
筆
五
尺
、
…
…

 
鞍
一
具
一
。
 
（
持
統
天
皇
 
三
年
一
月
）
 
（
下
四
九
五
頁
）

な
ど
が
み
ら
れ
る
。
『
風
土
記
』
に
は
、

 
自
党
高
天
原
［
降
来
大
神
名
称
二
香
通
天
之
大
神
一
…
…
其
後
至
二
初
国
所
レ
知

 
美
麻
貴
天
皇
之
世
一
奉
幣
太
刀
十
口
…
…
五
色
緬
一
連
…
（
常
陸
国
香
島
郡
）

 
（
六
六
頁
）

 
神
馬
…
：
一
斗
嶋
西
盛
在
二
石
神
一
…
…
此
神
顔
 
有
二
五
色
黄
玉
一
夕
胸
有
二

 
流
涙
一
是
亦
五
色
…
…
（
播
磨
国
揖
保
郡
）
 
（
三
〇
二
頁
）

 
長
谷
朝
倉
宮
御
宇
天
皇
御
世
童
子
独
乗
二
小
船
一
叢
二
尊
海
中
一
足
レ
釣
-
…
．

 
傍
得
二
劃
創
亀
一
…
…
忽
為
二
婦
人
［
（
逸
文
丹
後
国
）
四
七
五
頁
）

層
肥
後
国
閲
宗
県
…
…
日
二
闘
宗
丘
一
頂
有
二
霊
沼
三
…
．
彩
二
浪
五
色
一
（
逸
文

 
肥
後
国
）
 
（
五
一
八
頁
）

な
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
 
『
祝
詞
」
に
も
、

 
奉
流
宇
豆
能
幣
貧
者
、
正
服
、
明
主
・
照
妙
・
電
量
・
荒
妙
、
五
色
物
、
（
広

 
瀬
大
忌
祭
）
 
（
三
九
六
頁
）

 
劃
創
宝
物
、
海
山
能
種
種
味
物
乎
三
筆
、
 
（
竃
祭
詞
）
 
（
四
五
八
頁
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
2
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な
ど
こ
の
他
に
も
少
な
く
な
い
。
な
お
、
 
「
懐
風
藻
』
に
は
、

、
年
三
三
三
故
。
淑
気
亦
惟
新
。
鮮
雲
速
五
彩
。
本
革
耀
三
春
℃
 
（
二
九
頁
）

の
よ
う
に
、
同
義
の
五
彩
と
い
う
用
語
も
見
え
る
。
 
『
続
日
本
紀
』
に
は
、

 
癸
巳
。
改
三
兀
神
護
景
雲
一
。
詔
日
。
…
…
六
月
十
七
日
ホ
度
隷
農
乃
等
由
気
乃

 
宮
乃
上
仁
当
天
養
瑞
雲
起
沖
天
在
。
…
…
同
月
廿
三
日
仁
東
南
角
仁
有
雲
本
朱

 
末
黄
三
具
執
苞
止
奏
利
。
（
称
徳
天
皇
神
護
景
雲
元
年
脂
身
）
（
後
三
四
五
頁
）

 
九
月
戊
申
朔
。
日
上
有
二
五
色
二
一
。
 
（
称
徳
天
皇
 
神
護
景
雲
元
年
九
月
）

 
 
（
後
三
四
七
頁
）

な
ど
と
あ
る
。
と
く
に
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-
 
 
 
 
 
 
-

 
六
年
春
正
月
、
…
…
丁
重
。
造
詣
東
海
。
南
海
。
西
海
等
道
節
度
使
料
亡
母

 
冑
各
二
万
二
百
五
十
具
於
大
宰
府
一
。
其
製
一
如
二
唐
国
新
様
一
。
傍
象
二
五
行

 
之
色
一
。
塾
主
二
甲
板
之
形
一
。
碧
地
者
以
レ
朱
。
赤
地
者
以
レ
黄
。
々
地
者
以
レ

 
宋
。
劇
地
者
以
レ
黒
っ
黒
地
歯
剥
レ
 
日
。
毎
二
四
千
五
十
具
一
成
二
一
行
之
色
一
。

 
 
（
淳
仁
天
皇
 
天
平
宝
字
六
年
正
月
）
 
（
後
二
八
六
頁
）
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を
み
る
と
”
五
行
之
色
”
と
あ
っ
て
、
碧
-
朱
、
赤
-
黄
、
黄
一
朱
、
白
ー

ノ
黒
、
黒
し
白
と
、
五
色
の
そ
れ
ぞ
れ
を
、
対
比
的
な
配
色
で
用
い
て
お
り
、
現
実

に
節
度
使
に
属
す
る
兵
達
の
綿
襖
冑
が
鮮
明
に
い
う
ど
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
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五
三
つ
い
て
は
、
冒
本
色
髪
化
史
』
の
蔭
陽
五
行
思
想
と
色
彩
」
の

章
な
ど
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

 
次
に
、
 
『
正
倉
院
文
書
』
の
調
査
を
終
了
し
た
の
で
、
小
稿
で
は
、
そ
の
五

色
関
係
で
、
必
要
な
諸
例
を
少
し
掲
げ
て
お
き
た
い
。

 
職
符
 
東
市
司
 
奉
寒
点
鼠
劃
倒
桜
蓼
一
諾
（
天
平
十
七
年
目
 
（
一
i
六
四

 
 
一
頁
）

 
五
色
用
幣
五
尺
比
肩
文
（
天
平
宝
字
五
年
）
 
（
四
一
五
二
七
頁
）

 
六
十
二
文
幣
吊
身
（
玉
光
二
丸
督
二
身
直
四
文
…
…
五
色
各
五
尺
直
冊
文
）

 
已
上
平
作
神
祭
料
充
（
天
平
宝
字
五
年
）
 
（
四
-
五
三
二
頁
）

 
回
申
耳
管
一
部
三
巻
用
劃
剣
紙
面
八
枚
（
天
平
十
五
年
）
 
（
二
i
三
四
九
頁
）

 
五
色
糸
交
幡
夏
霞
（
天
平
十
九
年
）
 
（
二
i
五
五
五
頁
）

（4）



 
献
東
大
寺
 
書
屏
風
弐
帖
…
…
五
色
紙
有
真
草
新
書
…
…
右
件
屏
風
書
者
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
不
比
等
）

 
是
先
孝
正
一
位
太
政
大
臣
藤
原
公
之
真
跡
也
（
天
平
宝
字
二
年
）
 
（
四
-
三

 
三
七
頁
）

 
…
…
染
三
一
前
…
…
白
田
印
文
覆
一
条
二
副
五
色
丸
屋
四
条
（
天
平
勝
宝
四

 
年
Y
（
一
ニ
ー
ご
九
〇
頁
）

 
唱
礼
文
八
巻
（
白
紙
綺
帯
染
軸
五
色
細
秩
）
 
（
神
護
景
雲
二
年
）
 
（
一
七
i

 
＝
一
七
頁
）

 
到
二
障
歯
・
・
航
…
副
龍
骨
（
天
平
勝
宝
八
歳
）
 
（
四
1
一
七
二
頁
）

 
五
色
龍
臼
（
二
五
i
附
九
三
頁
）

な
ど
。
ま
た
、
 
『
管
楽
遺
文
』
に
は
、

 
師
子
弐
頭
（
五
色
毛
在
診
四
服
）
 
（
中
三
五
七
頁
）

も
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
例
え
ば
、
経
典
、
屏
風
な
ど
の
料
紙
。
幣
、
巻
物

の
秩
に
使
う
緬
。
あ
る
い
は
組
紐
、
糸
、
特
殊
な
龍
骨
の
類
、
獅
子
頭
の
た
て

が
み
、
こ
れ
ら
の
現
物
の
五
種
の
色
め
総
称
名
を
“
五
色
”
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
 
『
正
倉
院
文
書
』
に
、

 
周
三
日
、
正
月
望
雲
気
、
青
星
贔
、
白
昼
喪
、
赤
老
兵
、
黒
導
水
、
黄
為
豊

 
（
宝
亀
七
年
）
 
（
二
一
ニ
ー
山
口
一
一
二
頁
）
 
 
 
 
，
 
 
 
 
 
 
 
 
'
 
 
 
、
．

と
、
周
礼
を
引
用
し
て
“
五
色
”
が
説
か
れ
て
い
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
 
”
五
色
”
が
、
布
類
、
料
紙
、
玉
、
亀
、
雲
、
そ
の
他
種
々

の
物
象
の
い
う
ど
り
を
あ
ら
わ
し
、
さ
ら
に
、
 
”
五
行
之
色
”
と
し
て
五
色
の

（
碧
）
，
（
朱
）

青
、
赤
、
黄
、
白
、
黒
が
相
互
に
関
り
あ
っ
て
一
対
と
な
り
、
そ
れ
を
“
一
行

三
色
”
と
称
し
、
こ
れ
が
実
用
に
供
す
る
た
め
製
作
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い

る
場
合
も
あ
り
、
上
代
人
の
間
に
よ
く
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
直
接
、
五
行
・
陰
陽
説
に
か
か
わ
る
事
項
は
、
す
で
に

”
陰
陽
五
行
説
”
の
影
響
 
-
万
葉
集
を
主
に
i

「
維
摩
経
義
疏
」
に
見
え
、
 
『
記
」
、
 
『
紀
」
、
 
『
続
紀
』
な
ど
の
史
書
を
は

じ
め
、
 
「
風
土
記
」
、
 
『
士
風
藻
』
あ
る
い
は
「
祝
詞
」
に
も
見
え
る
。
と
く

に
”
五
色
（
五
彩
）
”
は
、
青
（
蒼
）
、
赤
（
朱
）
、
黄
、
白
、
黒
（
玄
）
を

さ
す
こ
と
が
、
一
々
各
色
を
あ
げ
な
く
と
も
、
概
念
的
に
把
握
さ
れ
、
一
般
に

定
着
し
た
こ
と
を
示
す
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。

四

 
”
陰
陽
五
行
多
の
影
響
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
探
っ
て
み
た
諸
作
品
は
、
編

纂
に
何
ら
か
の
意
図
、
目
的
が
あ
り
、
そ
れ
な
り
の
制
約
も
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
上
代
の
作
品
の
申
で
『
万
葉
集
」
は
、
形
式
上
は
制
限
が
あ
る

が
、
そ
う
し
た
面
は
自
由
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
く
、
従
っ
て
、
当
時
の
あ
り
の

ま
ま
の
姿
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し

た
意
味
も
あ
っ
て
、
以
下
、
 
『
万
葉
集
」
を
考
探
し
て
み
よ
う
。

 
は
じ
め
に
用
字
の
面
を
少
し
な
が
め
て
み
た
い
。
 
「
特
に
上
代
の
作
晶
は

「
漢
字
」
と
云
ふ
文
字
で
す
べ
て
が
表
現
さ
れ
て
み
る
た
め
に
、
こ
れ
を
離
れ

て
は
上
代
人
の
表
現
を
完
全
に
理
解
し
た
と
は
云
へ
な
い
場
合
が
多
い
。
…
…

こ
の
文
字
は
た
だ
無
雑
作
に
書
か
れ
た
も
の
も
多
い
が
、
個
人
的
特
色
や
時
代

的
特
色
或
は
各
巻
の
特
色
な
ど
の
み
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
簡
単
に
は
云
ひ
切
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れ
な
い
。
」
と
も
述
べ
ら
れ
、
用
字
か
ら
通
行
の
関
係
を
探
る
の
も
必
要
で
あ

ろ
う
。
上
代
で
は
、
外
来
の
漢
字
を
用
い
、
日
本
語
を
表
現
す
る
の
に
非
常
に

苦
心
を
し
た
こ
と
は
、
 
『
古
事
記
」
の
序
に
、
 
「
然
、
上
古
之
時
、
言
意
二

三
、
敷
レ
文
正
・
句
、
於
レ
葛
縄
難
。
已
因
・
訓
述
者
、
詞
不
・
逮
レ
心
。
全
以
レ
留

連
者
、
事
趣
更
長
。
是
挙
々
、
或
一
句
之
中
、
交
二
用
音
訓
一
、
或
一
事
之
内
、
．

全
以
レ
訓
録
。
即
、
君
臨
厘
レ
見
、
以
レ
鷹
野
、
意
況
易
・
解
、
更
非
レ
注
。
亦
、

（5）



於
・
姓
日
下
、
謂
二
玖
沙
詞
一
、
於
レ
名
辻
三
、
謂
二
多
羅
斯
一
、
如
レ
此
之
類
、
随
レ

本
不
レ
改
。
」
（
上
巻
丼
序
 
四
六
、
四
八
頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ

る
。 

と
く
に
、
 
『
万
葉
集
」
で
は
～
漢
字
を
後
世
の
仮
名
と
同
じ
表
音
文
字
と
し

て
、
あ
る
い
は
、
な
れ
た
訓
読
と
し
て
使
う
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫

し
た
通
常
一
般
的
に
は
使
わ
れ
な
い
文
字
表
現
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
五
行

に
拠
ら
な
け
れ
ば
解
読
で
き
な
い
特
別
の
表
記
も
み
ら
れ
る
。

 
 
 
額
田
王
歌
未
レ
詳

①
金
野
乃
 
美
草
苅
葺
 
屋
拝
礼
里
之
 
兎
道
乃
宮
子
能
 
借
五
百
磯
所
念

 
（
1
七
）

こ
の
作
歌
年
代
に
は
、
・
糧
．
孝
鱒
斉
明
各
時
代
説
が
あ
る
。
沢
隠
謬
説

に
よ
り
、
斉
明
天
皇
作
と
み
る
べ
き
で
、
孝
徳
四
（
六
四
八
）
年
作
と
す
る
の

が
通
説
の
よ
う
で
あ
る
。

 
 
 
宇
治
河
作
認
二
首

②
金
風
 
山
吹
瀬
乃
 
響
苗
 
天
津
翔
厚
相
鴨
（
9
一
七
〇
〇
）

 
右
、
柿
本
朝
臣
人
麿
之
認
集
所
出
。

こ
の
作
は
、
 
「
右
、
…
…
…
」
と
あ
る
の
が
、
9
一
七
〇
九
の
作
の
後
な
の
で

範
囲
が
確
か
で
な
く
、
一
六
八
二
以
降
、
一
六
六
七
以
降
、
あ
る
い
は
、
一
七

〇
九
の
み
な
ど
、
諸
説
が
あ
る
。
な
お
、
作
歌
年
代
は
、
文
武
三
年
前
後
か
と

も
い
う
。

 
 
 
七
夕

③
吾
恋
 
嬬
者
知
遠
 
往
船
乃
 
過
而
応
来
哉
 
事
毛
告
火
（
1
0
一
九
九
八
）

④
天
地
等
 
別
之
蒔
従
、
自
麗
然
叙
年
而
在
金
待
吾
者
（
1
0
二
〇
〇
五
）

⑤
天
漢
 
水
陰
草
 
金
風
 
靡
見
者
 
時
来
ζ
（
1
0
二
〇
一
三
）

⑥
吾
等
待
之
 
白
油
子
開
奴
 
今
谷
毛
 
ホ
宝
比
爾
往
奈
 
越
方
人
迩
（
1
0
二

 
〇
一
四
）
・

⑦
真
気
長
 
恋
心
自
 
白
風
 
妹
音
所
聴
．
紐
解
往
名
（
1
0
二
〇
一
六
）

 
右
、
柿
本
朝
臣
人
麿
之
認
集
出
。

こ
れ
ら
の
作
は
、
秋
の
雑
歌
で
、
七
夕
の
題
詞
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
て
い
る
一

九
九
六
か
ら
二
〇
三
三
ま
で
の
中
に
あ
る
α
二
〇
三
三
の
左
註
に
は
「
此
調
一

首
庚
辰
年
作
之
。
」
と
あ
り
「
天
武
九
年
（
六
八
○
）
と
天
平
十
二
年
（
七
四

〇
）
と
が
擬
せ
ら
れ
て
い
る
。
前
者
で
は
七
夕
の
歌
の
流
行
よ
り
早
過
ぎ
る
点

が
、
後
者
で
は
人
麿
歌
集
の
成
立
期
の
く
り
さ
げ
ら
れ
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。

天
平
十
二
年
作
の
歌
が
、
既
に
成
立
し
て
い
た
人
麿
歌
集
に
混
入
し
た
と
す
る
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見
解
も
あ
る
。
人
麿
歌
集
所
出
歌
で
年
紀
の
見
え
る
の
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
」
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と
い
う
。
七
夕
は
、
『
田
平
藻
」
、
 
『
続
日
本
紀
」
に
も
み
え
る
。
な
お
、
七
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夕
に
つ
い
て
は
、
小
島
氏
の
著
に
詳
し
い
。

 
 
 
詠
レ
花

⑧
夕
去
 
野
辺
秋
芽
子
 
末
若
 
霜
枯
 
期
待
難
、
（
1
0
二
〇
九
五
）

 
右
、
二
首
、
柿
本
朝
臣
人
麿
之
認
集
出
。

 
 
 
秋
相
聞
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'

⑨
金
山
 
舌
日
下
鳴
鳥
 
音
半
半
 
一
膳
（
1
0
二
二
三
九
）

 
右
、
柿
本
朝
臣
人
麿
一
揖
届
出
。

 
 
 
寄
レ
夜

⑩
忍
咲
八
師
 
不
恋
登
為
跡
 
金
風
之
 
寒
吹
夜
回
 
君
乎
之
曽
念
（
1
0
二
三

 
〇
一
）

 
 
 
反
歌

⑪
縦
恵
旧
師
 
二
ぐ
火
口
吾
妹
 
生
友
 
高
曇
社
吾
 
恋
度
七
目
（
1
3
三
二
九

（6）



 
八
）

 
右
二
首

 
 
 
挽
謂

⑫
百
小
竹
之
 
三
野
王
 
金
厩
 
立
面
飼
駒
 
角
厩
 
立
而
飼
駒
…
…
（
1
3
三

 
三
二
七
）

 
右
二
首

こ
れ
ら
は
、
作
者
未
詳
で
あ
る
が
、
挽
歌
に
よ
ま
れ
て
い
る
三
野
王
は
、
 
「
栗

隈
王
の
子
。
橘
諸
兄
・
牟
漏
女
王
の
父
。
…
…
和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
五
月
三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
3
0

十
日
、
従
四
位
下
で
没
。
集
中
に
歌
は
な
い
。
」
と
あ
る
の
に
従
え
ば
、
こ
の

作
の
年
代
は
、
王
の
没
年
に
関
係
が
あ
ろ
う
。

 
 
 
或
本
歌
日

⑬
大
船
之
 
思
溺
而
…
…
忌
戸
乎
 
斎
各
面
 
玄
黄
之
 
神
祇
二
衣
吾
祈
 
甚

 
毛
為
便
無
見
（
1
3
三
二
八
八
）

右
五
首

 
①
の
金
野
、
②
、
⑤
、
⑩
の
金
風
、
④
、
⑧
の
金
、
⑨
の
金
山
、
こ
れ
ら
の

”
金
”
は
、
前
掲
の
図
表
の
、
五
行
の
金
を
み
る
と
、
そ
の
行
の
五
時
の
秋
が

該
当
す
る
。
通
常
、
訓
、
音
、
意
味
、
い
ず
れ
も
、
金
と
秋
と
は
、
何
の
関
連

も
な
く
、
金
を
ア
キ
と
は
よ
み
得
な
い
。
五
行
の
五
時
に
あ
て
は
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
金
1
1
秋
と
な
り
、
金
を
ア
，
キ
と
縛
め
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
沸
こ
れ

ら
は
、
ア
キ
ノ
ノ
、
ア
キ
六
三
、
ア
キ
、
ア
キ
ヤ
マ
と
よ
む
。

 
ま
た
、
⑥
の
白
芽
子
、
⑦
の
白
風
、
こ
れ
ら
の
”
白
”
は
、
五
色
で
は
、
金

の
行
、
と
の
行
の
五
時
は
、
秋
が
該
当
す
る
。
従
っ
て
、
白
H
秋
と
な
り
、
白

を
ア
キ
と
訓
む
こ
と
が
で
き
る
。
五
行
に
拠
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
、
ア
キ
ハ

ギ
、
ア
キ
カ
ゼ
と
よ
め
る
の
で
あ
る
。
、

グ
陰
陽
五
行
説
”
の
影
響
 
一
万
葉
集
を
主
に
一

 
③
及
び
⑪
の
、
火
多
は
、
図
表
で
、
火
の
行
、
こ
の
行
の
五
方
に
は
南
が
該

当
し
、
火
“
南
に
な
る
。
南
の
音
は
、
ナ
ム
で
あ
る
か
ら
、
火
を
ナ
ム
と
訓

み
、
③
は
、
コ
ト
モ
ツ
ゲ
ナ
ム
、
⑪
は
、
シ
ナ
ム
ヨ
ワ
ギ
モ
と
な
る
。

 
⑫
の
、
金
”
と
”
角
”
、
こ
れ
右
、
図
表
に
よ
る
と
、
金
の
行
の
五
方
は
西

で
、
金
1
1
西
と
な
り
、
金
を
ニ
シ
と
訓
む
。
角
は
、
五
声
で
木
の
行
、
こ
の
行

の
五
方
は
東
が
該
当
す
る
の
で
、
角
1
1
東
で
、
角
を
ヒ
ム
ガ
シ
と
訓
む
。
こ
の

長
歌
は
、
ニ
シ
ノ
ウ
マ
ヤ
、
ヒ
ム
カ
シ
ノ
ウ
マ
ヤ
、
と
二
種
も
五
行
に
よ
る
用

字
を
使
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
3
1

 
ま
た
、
⑱
の
玄
黄
は
、
易
経
〔
坤
卦
文
言
伝
〕
に
、
 
「
天
壇
評
点
」
と
あ
・

り
、
五
行
で
、
 
”
玄
”
す
な
わ
ち
”
黒
”
は
、
五
色
の
水
の
行
、
こ
の
行
の
五

方
は
北
が
該
当
す
る
。
 
”
黄
”
は
、
五
色
で
は
中
央
に
配
さ
れ
、
こ
の
行
は
、

土
が
該
当
す
る
。
 
「
北
は
天
、
中
央
は
地
と
も
い
え
る
。
 
「
天
地
玄
黄
」
の
言

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
3
2

葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
黒
と
黄
と
は
常
に
一
セ
ッ
ト
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
」

と
い
う
。

 
こ
の
よ
う
に
、
万
葉
に
、
五
行
を
典
拠
と
し
な
け
れ
ば
訓
み
得
な
い
用
字
が

あ
る
、
と
い
う
端
的
な
例
か
ら
も
、
五
行
説
が
、
当
時
、
一
般
に
も
広
く
浸
透

し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

 
な
お
、
 
『
風
土
記
」
に
も
、
こ
れ
に
類
す
る
例
が
、
 
「
以
南
 
童
子
女
松
原

古
 
有
二
年
少
母
子
τ
-
…
干
レ
時
・
玉
露
秒
候
 
金
風
丁
節
」
 
（
常
陸
国
香
島

郡
）
 
（
七
四
頁
）
ど
あ
り
、
ア
キ
ノ
カ
ゼ
に
金
風
と
い
う
五
行
に
よ
る
用
字
を

使
っ
て
い
る
。

‘
な
お
、
 
『
万
葉
集
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

⑭
振
別
之
 
髪
乎
短
弥
 
青
草
乎
 
髪
ホ
多
久
濫
 
盗
電
師
曽
於
母
岩
（
1
1
二

 
五
四
〇
）

（7）



⑮
物
不
念
 
道
行
三
毛
 
青
山
乎
 
振
放
見
者
 
白
花
 
香
未
通
女
 
桜
花

 
盛
未
通
女
…
…
（
1
3
三
三
〇
五
）

⑯
物
不
念
 
路
行
去
裳
 
青
山
乎
 
振
酒
見
者
 
都
一
算
花
 
ホ
太
遙
焦
思

 
作
楽
花
 
佐
可
遙
越
売
…
…
（
1
3
三
三
〇
九
）
 
（
柿
本
朝
臣
人
麿
人
集
歌
）

青
草
、
青
山
を
、
」
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
『
万
葉
集
」
で
は
、
そ
の
ま
ま
、

ア
ヲ
ク
サ
、
ア
ヲ
ヤ
マ
、
万
葉
集
大
成
本
で
は
、
ハ
ル
ク
サ
、
ハ
ル
ヤ
マ
と
も

訓
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
「
温
品
「
春
」
、
京
赫
に
て
消
せ
り
左
に
緒

「
青
」
あ
り
」
と
注
記
し
て
あ
る
写
本
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
『
万
葉
集
注

釈
』
（
三
富
久
孝
）
で
は
、
原
文
が
「
春
草
乎
」
で
ド
そ
ゆ
ま
ま
講
書
㍉
と

し
て
い
る
。
 
「
『
春
草
」
'
は
西
（
校
本
に
脱
す
）
、
陽
、
京
（
路
で
消
し
、
左

に
「
青
」
と
あ
る
）
」
に
よ
っ
た
。
嘉
、
文
、
細
な
ど
は
「
青
草
」
と
あ
る
。
い

つ
れ
も
訓
は
ワ
カ
ク
サ
と
あ
る
。
 
『
青
草
」
の
語
は
集
中
に
見
え
ず
、
後
世
の

も
の
に
も
見
当
ら
な
い
。
 
「
春
」
が
「
青
」
に
誤
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

「
春
草
」
と
あ
る
本
に
よ
り
、
ハ
ル
ク
サ
と
古
義
に
訓
ん
だ
に
謂
ふ
（
一
・
二

九
）
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
青
と
春
と
が
混
同
さ
れ
た
理
由
の

背
景
に
、
訓
点
を
ほ
ど
こ
す
時
代
を
含
め
て
、
五
行
の
影
響
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

五
色
の
青
は
、
・
木
の
行
、
そ
の
行
の
五
方
は
春
が
該
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。

 
 
 
臨
レ
時

⑰
西
市
ホ
 
翼
々
出
遅
 
眼
不
並
 
買
主
丁
令
 
商
自
証
里
鴨
（
7
一
二
六

 
四
）

 
右
十
七
首
、
古
寄
集
出
。

⑱
商
変
 
領
為
跡
之
御
法
 
有
送
話
曽
 
吾
下
衣
 
蚕
桑
米
（
1
6
三
八
〇
九
）

 
痴
愚
云
、
時
有
二
所
レ
幸
娘
子
一
也
9
難
名
未
レ
墨
画
之
後
、
還
二
賜
寄
物
．
一
。
粘
々
可

 
於
レ
是
娘
子
怨
恨
、
柳
作
二
十
歌
一
献
・
上
。

⑲
和
須
薄
地
且
、
…
…
（
2
0
四
三
四
四
）

 
右
一
首
、
商
長
首
麿
。

こ
れ
ら
の
作
の
”
商
”
は
、
現
代
で
も
商
売
の
商
の
意
で
、
ア
キ
ナ
ヒ
と
よ

み
、
そ
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
⑰
の
商
自
書
里
を
ア
キ
ジ
コ
リ
、
⑱
の
応
変
を

ア
キ
ガ
ハ
リ
、
あ
る
い
は
ア
キ
カ
ヘ
シ
、
⑲
の
、
商
首
を
ア
キ
ノ
ヲ
サ
と
訓
ん

で
い
る
。
こ
の
”
商
”
は
、
ど
の
注
釈
書
も
た
だ
ア
キ
ナ
ヒ
の
ア
キ
な
の
で
ア

キ
と
訓
む
と
し
て
い
る
よ
う
で
、
格
別
の
解
説
は
な
い
。
 
「
風
土
記
」
に
は
、
．

「
夫
此
地
者
…
…
社
郎
盲
撃
逐
二
寄
洲
一
丁
輻
湊
商
竪
農
夫
棟
二
圧
子
一
丁
往
来
」

（
常
陸
国
茨
城
郡
）
 
（
四
八
頁
）
と
あ
り
、
乱
髪
を
ア
キ
ヒ
ト
と
辞
み
、
 
『
日

本
書
紀
』
に
も
、
「
播
磨
国
御
井
八
人
霞
石
小
麻
呂
、
有
レ
力
強
レ
心
。
…
…
又
断
二

商
客
艦
厨
一
。
悉
以
奪
取
。
」
 
（
雄
略
天
皇
 
十
三
年
八
月
）
 
（
上
四
八
九
頁
）

「
天
皇
寵
二
一
秦
大
津
父
者
一
、
」
-
…
但
臣
向
二
伊
勢
一
、
商
都
還
来
、
」
 
（
欽
明

天
皇
 
即
位
前
紀
）
（
下
六
三
頁
）
「
夏
四
月
…
…
詔
日
、
商
下
量
諸
有
二
食
封
一

寺
所
由
上
、
而
可
レ
加
々
之
。
可
レ
華
々
之
。
」
 
（
天
武
天
皇
 
八
年
四
月
）
 
（
下

西
三
五
頁
）
と
あ
り
、
商
客
を
ア
キ
ヒ
ト
、
商
価
を
ア
キ
ナ
ヒ
シ
テ
、
商
量
を

バ
カ
リ
と
訓
み
、
い
ず
れ
も
万
葉
の
例
と
同
じ
意
の
よ
う
で
あ
る
。

『
倭
名
類
聚
砂
」
に
は
、
「
商
人
槍
脇
胴
」
（
俗
耳
 
七
頁
ウ
）
と
あ
り
、
商
人
を
ア

キ
ヒ
ト
と
訓
ん
で
い
る
。
・

 
”
商
”
を
、
ア
キ
ナ
ヒ
の
意
で
ア
キ
と
訓
む
の
は
、
現
代
で
も
当
然
の
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
さ
か
の
ぼ
っ
て
万
葉
等
で
も
ア
キ
と
訓
ま
れ

だ
こ
と
に
不
自
然
を
感
じ
な
い
た
め
、
諸
注
釈
も
そ
の
ま
ま
な
の
で
あ
ろ
う
。

 
た
だ
私
は
、
”
商
”
の
文
字
は
、
去
声
（
音
）
の
金
の
行
で
、
こ
の
行
の
五
時
置

は
、
秋
が
配
さ
れ
、
商
1
1
秋
と
な
る
分
で
ア
キ
と
訓
ん
だ
と
考
え
る
。
「
大
漢
和

辞
典
」
に
も
、
「
商
秋
 
秋
を
い
ふ
。
商
鳳
五
音
の
一
つ
で
、
五
行
に
配
す
れ
ば

（8）



金
、
即
ち
秋
に
当
る
。
」
と
あ
る
。
「
懐
珪
藻
」
に
は
、
「
望
苑
商
気
艶
。
鳳

池
秋
水
清
。
」
 
（
五
言
。
秋
宴
。
一
首
 
正
五
位
下
肥
後
守
道
公
首
名
。
年
五

十
六
）
 
（
一
一
五
頁
）
、
 
「
干
レ
時
文
凝
二
曼
序
一
。
風
転
二
号
郊
一
。
寒
三
唱
而

柳
葉
瓢
。
霜
程
度
而
芦
花
落
。
」
 
（
五
言
。
秋
日
翼
長
王
宅
拉
麺
墨
客
。
 
一

首
。
井
序
。
大
学
頭
従
五
位
下
山
田
史
三
方
）
 
（
＝
八
頁
）
と
あ
り
、
 
”
商

気
”
は
秋
の
気
、
 
”
商
郊
”
は
秋
の
郊
外
と
訳
さ
れ
、
秋
の
意
で
あ
る
。
頭
注

に
、
商
は
五
音
の
一
つ
、
秋
に
配
ナ
と
あ
る
。
後
世
で
あ
る
が
、
商
は
、
ア
キ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
3
3
．

ど
訓
み
秋
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
多
い
。

 
以
上
の
万
葉
の
慣
例
は
、
巻
は
、
③
か
ら
⑩
ま
で
す
べ
て
巻
十
、
⑪
か
ら
⑱

及
び
⑮
⑯
の
五
例
が
巻
十
三
、
そ
の
他
、
①
が
巻
一
、
⑰
が
巻
髪
、
②
が
巻

九
、
⑭
が
巻
十
一
、
⑱
が
巻
十
六
、
⑲
が
巻
二
十
で
、
巻
十
が
最
も
多
い
。

 
作
者
は
、
斉
明
天
皇
と
み
る
①
以
外
は
す
べ
て
未
詳
で
あ
り
、
左
注
に
よ
れ

ば
、
②
～
⑨
の
作
が
「
柿
本
朝
臣
人
麿
達
美
帯
出
」
と
あ
り
、
人
麿
歌
集
の
作

が
多
蟷

 
集
中
、
ア
キ
の
用
字
（
秋
を
意
味
す
る
場
合
）
は
、
秋
 
八
五
例
、
金
 
三

例
（
 
 
 
 
 
 
非
略
体
歌
 
 
 
 
 
非
略
体
歌
1
七
、
1
0
二
〇
〇
五
、
1
0
二
〇
九
五
）
．
で
・
熟
語
で
は
・
秋
風
四
七
例
・

一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
非
略
体
歌
 
 
 
 
 
非
略
体
歌
 
 
 
 
-

金
風
 
三
例
（
9
一
七
〇
〇
、
1
0
二
〇
一
三
、
1
0
二
三
〇
一
）
、
白
風
 
一
例

 
 
非
酪
体
歌
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
t

（
1
0
二
〇
一
六
）
、
秋
芽
子
六
四
例
、
秋
芽
四
例
、
冷
芽
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
例
、
白
芽

 
 
 
 
 
 
非
略
体
歌
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
i
 
 
 
 
 
略
体
歌

子
 
一
例
（
1
0
二
〇
一
四
）
、
秋
山
 
一
七
例
、
金
山
-
（
1
0
二
二
一
二
九
）
で
通

常
は
、
 
グ
秋
”
で
あ
る
。

 
さ
ら
に
、
ナ
ム
の
用
字
は
、
南
 
二
四
例
、
嘗
，
六
例
、
火
、
二
例
（
1
0
一

 
非
略
体
歌

，
九
九
八
、
1
3
三
二
九
八
）
で
、
通
常
は
．
南
〃
が
多
い
。

 
こ
れ
ら
の
中
の
巻
十
の
例
に
関
し
て
、
森
博
士
は
、
五
行
の
観
念
の
投
影
し

た
用
字
は
非
略
体
歌
の
固
有
独
自
の
も
の
で
、
…
雑
歌
は
非
略
体
よ
り
採
り
、

．
陰
陽
五
行
説
”
の
影
響
 
一
万
葉
集
を
主
に
i
”

樹
は
略
襟
よ
り
採
っ
た
と
り
つ
巻
＋
響
の
採
録
の
態
度
は
い
よ
い
よ
決

定
的
と
な
る
、
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

 
ま
た
、
ニ
シ
（
西
の
意
）
の
用
字
は
、
ホ
之
（
1
5
三
七
七
六
）
、
西
（
1
0
一

〇
七
七
）
、
西
池
辺
（
8
五
六
ウ
）
、
西
市
（
7
一
二
六
四
）
、
西
海
道
（
6

一一

l
ウ
）
、
西
海
道
節
度
使
判
官
（
4
三
四
ウ
）
が
あ
り
、
 
．
西
”
が
多
く
、

4
金
”
は
金
尽
（
1
3
三
三
二
七
）
の
一
例
の
み
。

 
ヒ
ム
カ
シ
（
東
の
意
）
は
、
東
（
1
四
八
、
2
一
八
四
、
2
一
八
六
、
1
6
三

八
八
六
）
、
東
市
（
3
二
五
ウ
、
3
三
一
〇
）
、
東
大
寺
（
1
8
一
七
ウ
）
、
東

三
宮
（
2
0
一
ニ
オ
）
で
、
す
べ
て
”
東
”
の
文
字
で
、
 
”
角
を
は
角
厩
（
1
3
三

三
二
七
）
の
み
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
あ
め
つ
ち

 
あ
る
い
は
、
天
地
に
関
す
る
用
字
は
、
種
々
の
一
字
一
音
の
文
字
の
ほ
か

は
、
天
（
二
五
例
）
、
天
地
（
五
二
例
）
、
乾
坤
（
二
例
）
、
質
地
（
一
例
）
、

そ
の
他
熟
語
の
諸
例
も
、
殆
ど
ア
メ
は
天
で
、
玄
黄
（
1
3
三
二
八
八
）
は
一
例

 
 
 
 
注
3
6

の
み
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
一
般
に
は
、
通
常
の
用
字
・
用
語
が
多
く
使
わ
れ
、
慣
用
の

文
字
で
な
く
、
格
別
の
理
由
が
な
い
と
解
読
で
き
な
い
働
は
、
五
行
説
に
よ
る

用
字
が
殆
ど
と
い
っ
て
よ
い
。
．

 
五
行
関
係
の
例
歌
の
年
代
は
、
①
が
斉
明
天
皇
と
す
る
と
、
孝
徳
四
年
（
六

四
八
）
で
あ
り
、
す
で
に
そ
の
年
代
の
作
に
五
行
に
よ
る
用
字
が
み
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
前
掲
の
『
日
本
書
紀
」
に
は
、
 
”
五
色
”
の
語
が
、
は
や
べ
神
功

皇
后
摂
政
の
年
代
の
項
に
見
え
る
か
ら
当
然
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
古
歌
集
中

に
見
え
る
作
も
古
い
と
考
え
ら
れ
る
。
人
麿
歌
集
の
中
の
庚
辰
の
作
（
1
0
二
〇

三
三
）
が
、
天
武
九
（
六
八
○
）
か
、
天
平
十
二
（
七
四
〇
）
か
、
両
説
が
あ

 
 
注
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る
と
い
う
。
な
お
、
挽
歌
の
、
 
「
三
野
王
」
は
前
記
の
よ
う
に
和
銅
元
（
七
〇

（9）



八
）
年
に
没
し
て
い
る
。
ま
た
、
七
夕
の
作
の
中
に
例
が
多
い
が
、
七
夕
は
、

前
記
の
『
薫
風
藻
」
、
 
『
凶
日
本
紀
」
の
諸
氏
か
ら
推
定
で
き
ま
う
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
万
葉
の
用
語
に
、
五
行
で
な
け
れ
ば
訓
み
得
な
い
文
字
が

使
わ
れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
上
代
で
は
、
こ
の
説
が
広
く
理
解
さ
れ
て
い
た

と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
万
葉
で
は
、
と
く
に
、
作
者
未
詳
、
主
と
し

て
人
麿
歌
集
に
多
く
み
ら
れ
た
こ
と
を
言
い
そ
え
て
お
き
た
い
。

 
 
 
 
 
五

 
終
り
に
、
 
”
陰
陽
五
行
”
に
関
す
る
事
柄
が
詠
ま
れ
て
い
る
万
葉
の
例
を
あ

げ
て
み
た
い
。

 
水
鳥
乃
 
可
毛
能
羽
伊
呂
乃
 
青
馬
乎
 
家
布
美
流
言
紫
波
 
可
藝
利
奈
之

 
等
伊
布
（
2
0
四
四
九
四
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
右
一
首
、
為
二
七
日
侍
宴
［
右
申
弁
大
伴
宿
祢
家
持
工
作
二
面
歌
一
。
但
依
二
上

 
公
会
専
一
、
却
以
二
六
日
「
、
於
二
内
裏
「
召
二
諸
王
上
等
一
丁
目
酒
騨
宴
給
・
禄
。

 
因
レ
斯
不
レ
奏
也
。

 
大
伴
家
持
が
「
預
作
二
丁
歌
「
。
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
用
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意
し
て
作
る
く
ら
い
、
こ
の
儀
式
が
恒
例
化
し
て
い
た
ろ
う
こ
と
、
ま
た
、
こ
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れ
が
青
馬
節
会
に
関
す
る
最
古
の
文
献
で
あ
る
こ
と
も
言
う
ま
で
も
な
い
。
別

表
に
示
し
た
よ
う
に
、
五
行
の
思
及
び
火
が
陽
、
金
及
び
水
が
陰
と
さ
れ
て
い

る
。
作
中
の
、
青
馬
の
”
青
”
は
、
五
色
の
木
の
行
で
、
陽
の
色
。
左
注
の
、

今
日
は
、
一
月
七
日
を
さ
し
て
お
り
、
数
は
、
奇
数
が
陽
、
偶
数
が
陰
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
一
も
七
も
陽
の
数
。
曳
く
馬
の
数
は
二
十
一
頭
で
、
こ
れ
は
三
と

七
を
乗
じ
た
数
で
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
奇
数
で
陽
の
数
。
さ
ら
に
、
馬
は
、
十

二
支
の
午
が
、
火
の
行
で
陽
で
あ
る
が
ら
陽
の
獣
。
つ
ま
り
、
”
桧
陽
五
行
説
〃

に
よ
る
と
、
陽
春
、
陽
月
、
陽
日
に
、
陽
の
色
の
、
陽
の
獣
を
、
陽
の
数
だ
け

み
る
、
と
い
う
わ
け
で
、
．
み
た
人
た
ち
は
、
そ
の
陽
気
に
ふ
れ
て
、
邪
気
を
払

う
こ
と
が
で
き
、
 
「
限
無
し
と
い
ふ
」
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
4
0

 
た
だ
、
後
世
、
 
「
白
馬
節
会
」
と
記
さ
れ
、
こ
れ
を
ア
ヲ
ウ
マ
と
称
し
た
た

め
、
上
代
で
も
、
実
際
は
白
い
馬
で
は
な
か
っ
た
か
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ

 
た
よ
う
で
あ
る
。

 
平
安
時
代
の
、
例
え
ば
、
 
『
兼
盛
集
」
に
は
、
「
あ
を
う
ま
 
降
雪
に
色
も

変
ら
で
ひ
く
物
を
誰
が
あ
を
馬
と
名
づ
け
初
め
け
む
」
 
（
続
国
歌
大
観
歌
集
一

七
一
二
三
）
、
『
土
左
日
記
』
，
に
は
、
「
七
日
に
な
り
ぬ
。
お
な
じ
み
な
と
に

あ
り
。
け
ふ
は
あ
を
む
ま
を
お
も
へ
ど
、
か
ひ
な
し
。
た
ゴ
な
み
の
し
ろ
き
の

み
ぞ
み
ゆ
る
。
」
 
（
三
二
頁
）
、
ま
た
、
 
「
落
窪
物
語
」
に
も
、
 
「
…
…
殿
上

の
君
達
（
「
お
も
し
ろ
の
駒
は
い
か
に
。
此
（
の
）
比
年
か
へ
ら
ば
、
御
ひ
き

 
 
膣
1

に
て
白
馬
に
出
し
給
へ
。
…
…
」
と
て
笑
ふ
に
、
」
（
＝
二
八
頁
）
な
ど
と
あ
り
、
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雪
や
、
波
や
、
ま
た
、
雪
の
よ
う
な
顔
色
、
の
よ
う
な
白
で
あ
る
こ
と
を
示
す

例
が
み
ら
れ
、
比
喩
と
さ
れ
て
い
る
物
か
ら
自
馬
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
。

 
家
持
の
作
の
“
青
馬
”
は
、
諸
注
釈
に
、
例
え
ば
、
「
青
み
を
お
び
た
馬
」

 
（
佐
佐
木
信
綱
説
）
、
 
「
青
み
を
お
び
て
見
え
る
、
白
馬
は
蚕
の
神
霊
、
白
雲

を
青
雲
と
い
う
に
同
じ
。
」
 
（
武
田
祐
吉
説
）
、
 
「
青
毛
白
毛
の
断
っ
た
も

の
」
 
（
沢
潟
久
孝
説
）
、
 
「
純
白
で
な
く
、
ま
た
黒
毛
・
栗
毛
な
ど
で
も
な
い

、
灰
色
の
よ
う
な
馬
を
言
っ
た
の
で
あ
β
う
。
後
世
、
ア
オ
ウ
マ
を
白
馬
と
書
く

の
は
、
そ
の
白
っ
ぽ
い
灰
色
を
臼
と
見
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
呼
称
は
古
来

の
ま
ま
ア
オ
ウ
マ
と
言
っ
て
文
字
は
白
馬
と
変
え
た
の
で
あ
ろ
う
」
 
（
古
典
文

学
大
系
本
万
葉
集
四
頭
注
）
、
「
白
い
馬
だ
と
い
う
」
（
鴻
巣
盛
宅
療
）
 
（
窪
田

空
穂
説
）
、
h
青
色
、
即
ち
漆
黒
の
馬
」
 
（
土
屋
文
明
説
）
な
ど
の
諸
説
が
あ

（10）



る
。
こ
れ
は
、
『
日
本
書
紀
」
に
、
「
鯨
、
乗
一
一
白
馬
一
恩
愛
之
。
…
…
」
 
（
天

武
天
皇
 
上
元
年
七
月
）
（
下
四
〇
五
頁
）
を
、
ア
ヲ
ウ
マ
と
訓
み
、
頭
注
に
、

「
ア
ヲ
は
も
と
現
在
の
よ
う
な
鮮
明
の
緑
や
青
を
意
味
せ
ず
、
不
鮮
明
な
灰
色

な
ど
を
指
し
た
。
例
え
ば
ア
ヲ
雲
な
ど
に
そ
れ
が
あ
る
。
白
馬
と
い
っ
て
も
純

白
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
を
ア
ヲ
と
い
っ
た
」
と
あ
る
。
こ
の
訓
み
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
バ

『
万
葉
集
古
義
』
に
は
、
 
「
青
馬
白
馬
と
異
れ
る
を
じ
ら
で
、
一
に
思
ひ
混
へ

た
る
よ
り
の
誤
な
り
」
 
（
七
、
2
0
四
四
九
四
の
解
釈
）
と
あ
る
。
な
お
、
『
風

土
記
」
で
毛
、
 
”
白
身
”
を
ア
ヲ
ギ
リ
と
訓
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
例
も
、
白

を
ア
ヲ
と
刻
む
典
拠
と
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

 
こ
れ
は
、
現
代
の
馬
で
あ
る
が
、
青
毛
と
い
う
の
は
、
実
際
は
、
被
毛
も
長

毛
も
共
に
黒
色
の
馬
で
、
カ
ラ
ー
写
真
で
は
、
青
光
り
し
て
み
え
る
。
自
軍

は
、
実
は
立
毛
で
、
生
時
は
原
毛
が
、
栗
毛
、
青
毛
、
鹿
毛
な
ど
で
、
わ
ず
か

に
白
毛
が
見
え
る
程
度
で
あ
る
が
、
成
長
す
る
に
つ
れ
、
白
の
度
合
を
ま
し
、
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遂
に
全
身
が
殆
ど
白
色
と
な
り
、
カ
ラ
ー
写
真
で
は
白
い
馬
に
見
え
る
。
つ
ま

り
、
青
馬
は
、
青
光
り
し
て
み
え
る
黒
馬
で
、
白
馬
は
、
も
と
が
何
で
あ
れ
、

白
毛
で
被
わ
れ
て
白
く
み
え
る
。
つ
ま
り
毛
並
の
青
と
白
が
同
色
と
は
み
え
な

い
の
は
確
か
で
あ
る
。
 
『
玉
勝
間
」
で
は
、
 
「
・
ド
：
-
さ
れ
ど
な
ほ
も
と
の
本
文

は
、
早
旦
の
月
令
に
て
、
孟
春
之
月
云
々
、
天
子
居
二
青
陽
左
全
一
、
乗
二
鷺
路
一
、

駕
二
倉
竜
一
、
載
二
青
族
一
、
衣
二
青
衣
一
、
服
二
倉
玉
一
、
と
あ
る
に
よ
れ
る
こ
と
な

る
べ
し
、
倉
竜
は
青
き
馬
な
り
、
文
徳
実
録
に
も
、
助
二
陽
気
一
也
と
あ
れ
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ラ
キ
ウ
マ
 
ロ

白
き
馬
に
は
あ
ら
ず
、
青
な
り
し
こ
と
決
し
、
貞
観
儀
式
に
は
、
青
岐
馬
と
さ

へ
あ
る
を
や
、
然
る
を
後
世
ま
で
も
、
文
に
は
白
馬
と
書
キ
な
が
ら
、
語
に
は

猶
古
へ
の
ま
、
に
、
あ
を
む
ま
と
唱
へ
来
て
、
し
ろ
む
ま
と
い
は
ず
、
白
馬
と

書
る
を
も
、
あ
を
む
ま
と
訓
ム
に
よ
り
て
、
人
み
な
心
得
誤
ウ
て
、
古
へ
は
実

”
陰
陽
五
行
説
”
の
影
響
 
一
万
葉
集
を
主
に
一

に
青
き
馬
な
り
し
こ
と
を
ば
、
え
し
ら
で
、
も
と
よ
り
白
き
馬
と
思
ひ
古
書
ど

も
に
青
馬
と
書
る
を
さ
へ
、
白
き
馬
を
然
い
へ
り
と
思
ふ
な
、
・
い
み
し
き
ひ
が

ご
と
也
、
白
き
を
い
か
で
か
青
馬
と
は
い
恥
赫
、
」
と
あ
り
、
『
万
葉
集
古
義
』
、

『
万
葉
集
略
解
」
、
 
『
万
葉
集
代
匠
記
」
も
同
様
の
意
の
解
釈
で
あ
る
コ
古
義

（
七
）
の
註
に
は
「
倉
与
レ
蒼
同
、
馬
八
尺
以
上
為
・
龍
と
あ
れ
ば
、
倉
竜
は
青

馬
な
り
」
と
あ
る
。

 
家
持
の
こ
の
作
は
、
青
を
「
水
鳥
乃
可
毛
帯
羽
伊
呂
乃
」
と
形
容
し
て
い

る
。
他
に
も
、
 
「
水
鳥
乃
青
羽
美
山
能
」
 
（
8
一
五
四
三
）
、
 
「
水
鳥
翌
々
乃

羽
色
乃
春
山
乃
」
 
（
8
一
四
五
一
）
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
山
の
い
う
ど

り
の
形
容
で
白
色
を
指
す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
お
、
「
足
檜
之
山
川
水
郷

音
不
出
人
之
子
垢
恋
渡
青
頭
鶏
」
 
（
1
2
三
〇
一
七
）
は
、
「
か
も
」
の
用
字
に
、

「
青
頭
鶏
」
を
あ
て
て
い
る
。
中
国
で
「
〔
魏
氏
春
秋
〕
…
…
優
人
雲
早
耳
唱

日
、
青
頭
難
、
青
頭
難
、
青
肌
難
者
鴨
也
、
帝
催
不
二
敢
三
一
。
」
 
（
大
漢
和
辞

典
）
の
例
が
あ
り
、
ま
ね
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
鴨
は
、
青
い
頭
の
鶏
と
い

う
わ
け
で
、
鴨
が
頭
の
青
毛
で
代
表
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、
雄
鴨
は
青
黒
光
り
し

て
み
え
る
。
つ
け
加
え
れ
ば
、
万
葉
で
は
、
つ
き
草
を
、
 
『
鴨
頭
草
」
と
記
し

て
い
る
。
こ
の
草
の
特
徴
で
あ
る
花
の
色
の
青
を
示
す
の
に
鴨
頭
の
用
字
を
使

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
鴨
は
”
青
”
で
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。

 
さ
ら
に
、
 
”
青
馬
”
は
、
 
『
続
日
本
紀
」
の
、
仁
明
天
皇
承
和
元
年
正
月
七

日
か
ら
は
、
別
表
の
よ
う
に
、
す
べ
て
、
正
月
七
日
に
見
え
、
青
馬
節
会
を
指

す
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
白
馬
は
、
次
表
の
よ
う
に
、
正
月

七
日
に
は
、
ま
っ
た
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
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“
青
馬
”

聖
武
（
天
平
1
1
・
3
・
2
1
）
、
称
徳
（
神
護
景
雲
2
・
9
．
」
1
1
）
、
仁
明
（
承

和
元
・
正
・
7
、
5
・
正
・
7
、
6
・
正
・
7
、
7
正
・
7
、
嘉
祥
2
．
正

 
・
7
）
、
文
徳
バ
仁
寿
②
・
正
・
7
、
3
・
正
・
7
、
斉
衡
2
・
正
・
7
、

 
3
・
正
・
7
）
、
文
徳
・
清
和
（
天
安
元
・
正
・
7
、
2
・
正
・
7
）
一
清

和
（
貞
観
元
～
1
8
・
正
・
7
）
、
言
成
（
元
慶
元
～
8
・
正
・
7
）
、
光
孝

 
（
仁
和
元
～
3
・
正
・
7
）

 
し
ろ
う
ま
・
は
く
ば
・
あ
を
う
ま

 
。
白
馬
”

 
聖
武
（
神
亀
3
・
2
・
2
）
、
光
仁
（
宝
亀
6
・
9
・
2
0
因
8
・
5
．
1
3
、

 
8
・
8
・
8
）
、
仁
明
（
天
長
1
0
・
4
・
2
5
、
承
和
2
・
8
・
朔
、
5
．
8

 
・
1
9
、
1
4
・
7
・
2
3
、
嘉
祥
2
・
8
・
1
1
）
、
清
和
（
貞
観
元
．
8
．
9
、

 
1
7
・
7
・
2
6
＞
、
陽
成
（
元
慶
2
・
8
・
2
5
、
7
・
7
・
1
3
）
、
光
孝
（
仁

 
和
元
・
5
・
1
4
、
2
・
8
・
7
、
3
・
7
・
1
5
）
（
以
上
、
「
国
史
大
系
本
」

 
の
「
六
国
史
索
引
」
に
よ
る
。
）

 
 
 
 
注
4
4

 
い
ず
れ
別
稿
で
の
べ
る
が
、
馬
の
種
類
・
名
称
は
、
諸
作
品
に
相
当
、
詳
細

に
記
さ
れ
、
と
く
に
、
 
「
三
身
劇
髪
尾
」
 
（
一
五
四
頁
）
、
 
「
青
馬
白
髭
」

（一

ﾜ
四
、
三
五
八
頁
Y
、
 
「
青
馬
白
髪
尾
」
（
三
五
八
頁
）
な
ど
『
続
紀
』
に

見
え
る
。
こ
れ
は
、
同
一
の
馬
の
、
白
と
青
の
毛
の
部
分
を
区
別
し
て
お
り
、

こ
の
二
色
が
、
ま
っ
た
く
異
な
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、
け
し
て
混
同

し
て
い
な
い
証
拠
で
あ
ろ
う
。
私
が
調
査
し
た
『
正
倉
院
文
書
』
に
は
、
鹿

毛
、
栗
毛
、
鼠
毛
馬
、
黒
馬
、
白
馬
等
が
見
え
、
 
「
料
白
馬
髪
廿
八
二
染
緋
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
け

（
天
平
六
年
）
 
（
二
四
一
三
三
頁
）
ど
い
う
例
も
あ
る
。
馬
の
髪
を
緋
に
染
め

て
使
っ
た
わ
け
で
、
こ
れ
は
白
毛
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
よ
く
赤
く
染
め
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
白
馬
の
白
は
、
上
代
で
は
実
際
に
白
色
で
あ
っ
た
と

い
っ
て
よ
く
、
青
、
白
を
混
同
し
て
見
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

 
こ
の
よ
う
に
、
家
持
作
の
”
青
馬
多
は
（
一
月
七
日
の
た
め
の
馬
で
あ
っ
た

こ
と
、
鴨
の
羽
色
と
形
容
さ
れ
、
さ
ら
に
万
葉
以
外
の
作
品
、
あ
る
い
は
、
記

録
文
献
か
ら
考
え
て
も
、
白
い
馬
で
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
し

る
。
そ
れ
が
、
後
世
、
実
際
白
馬
に
変
り
、
兼
盛
、
紀
貫
之
、
あ
る
い
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ヲ
ウ
マ

『
落
窪
』
の
作
者
の
い
う
白
馬
は
、
白
毛
の
馬
を
さ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
平

安
の
あ
る
時
期
か
ら
は
、
現
物
は
、
白
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
、

ア
ヲ
ウ
マ
と
称
し
た
。
そ
れ
は
、
 
”
陰
陽
五
行
説
”
に
よ
る
思
想
か
ら
で
、
ア

ヲ
が
木
の
行
の
色
で
”
陽
グ
で
あ
り
、
シ
ロ
が
金
の
行
の
色
で
”
陰
”
で
あ
る

た
め
、
陰
を
忌
ん
で
、
実
質
は
白
色
に
な
っ
て
も
、
呼
称
だ
け
は
ア
ヲ
と
し
た

と
考
え
る
べ
き
で
、
白
と
青
と
を
混
同
し
た
か
ら
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

 
万
葉
に
は
、
こ
の
よ
う
な
、
 
”
陰
陽
五
行
説
”
を
ふ
ま
え
た
事
実
を
よ
ん
だ

作
が
み
ら
れ
、
当
時
の
社
会
に
こ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
端
的
に
知
ら

れ
る
。

 
 
 
 
 
六

 
上
代
は
、
外
来
文
化
の
時
代
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
た

め
に
も
、
文
化
遺
産
と
し
て
の
当
時
の
諸
作
品
に
、
こ
れ
が
投
影
さ
れ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
が
ら
を
探
っ
て
み
た
い
と
考
え
、
小
稿
で
は
、
申
請
の
“
陰
陽

五
行
節
”
を
対
象
に
、
こ
れ
が
、
『
記
」
・
『
紀
」
・
『
愈
愈
」
・
「
風
土
記
」
等
、

と
く
に
『
万
葉
」
に
お
け
る
、
用
字
・
用
語
に
み
ら
れ
る
具
体
的
な
道
警
を
探

っ
て
み
た
わ
け
で
あ
る
。

 
局
限
さ
れ
た
ご
く
一
面
の
垣
間
見
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
を
と
お
し
て
も
、

（12）



中
国
文
化
の
我
国
へ
の
影
響
の
大
き
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

注
1
 
坂
本
太
郎
『
日
本
古
代
史
の
基
礎
的
研
究
 
上
 
文
献
篇
」
 
（
東
京
大

 
 
 
学
出
版
会
 
一
九
六
四
・
五
）
三
九
九
頁

 
2
 
『
日
本
文
学
史
 
上
代
」
 
（
至
文
堂
 
昭
和
3
0
・
9
）
三
四
頁

 
3
 
注
2
と
同
書
 
三
一
二
頁

 
4
 
注
2
と
同
書
 
三
四
、
三
五
頁

 
5
 
注
1
と
同
書
 
四
〇
〇
頁

 
6
 
中
村
璋
八
『
五
行
大
義
の
基
礎
的
研
究
』
（
明
徳
出
版
 
昭
和
5
1
・
3
）

 
 
 
一
五
三
頁

 
7
 
『
古
事
記
大
成
 
本
文
篇
』
 
（
平
凡
社
 
昭
和
3
3
・
1
0
）
二
四
頁

 
8
 
『
広
辞
苑
』
に
よ
る
。

 
9
 
島
邦
男
『
五
行
思
想
と
礼
記
月
令
の
研
究
』
 
（
汲
古
書
院
 
昭
和
4
6
・

 
 
、
3
）
の
第
三
節
「
陰
陽
五
行
の
成
立
」
に
詳
し
い
。

 
1
0
 
「
大
漢
和
辞
典
」
 
（
諸
橋
轍
次
 
大
修
館
書
店
）

 
1
1
 
 
『
大
漢
和
辞
典
』
及
び
、
吉
野
裕
子
『
陰
陽
五
行
思
想
か
ら
み
た
日
本

 
 
 
の
祭
』
 
（
弘
文
堂
 
昭
5
3
・
6
）
四
六
頁
に
よ
る
。

 
1
2
 
暦
の
節
の
名
で
土
気
の
盛
な
時
。
一
年
に
四
期
あ
り
、
一
期
を
十
八
日

 
 
 
間
と
す
る
。
春
は
、
清
明
の
後
十
三
日
か
ら
立
夏
ま
で
。
夏
は
、
小
暑

 
 
 
の
後
十
三
日
か
ら
立
秋
ま
で
。
秋
は
、
寒
露
の
後
十
三
日
か
膨
立
冬
ま

 
 
 
で
。
冬
は
、
小
寒
の
後
十
三
日
か
ら
立
春
ま
で
。

 
1
3
 
注
1
1
の
、
吉
野
氏
の
著
、
二
、
三
頁

 
1
4
・
注
1
3
と
同
書
 
三
三
頁

“
陰
陽
五
行
説
〃
の
影
響
 
一
万
葉
集
を
主
に
i

1519 18 17 16
2
0
・

2122232426 2527

小
稿
「
天
武
天
皇
の
あ
る
一
面
」
 
（
「
万
葉
集
研
究
 
第
九
集
』
塙
書

房
 
昭
和
5
3
・
1
1
）
所
収

注
6
と
同
書
、
一
五
三
頁
．

注
6
と
同
書
、
一
六
六
頁

注
6
と
同
書
、
 
一
六
八
頁

五
方
色
は
、
令
色
は
青
（
東
方
）
・
赤
（
南
方
）
・
黄
（
中
央
）
・
白

（
西
方
）
・
黒
（
北
方
）
。
間
色
は
緑
・
紅
・
碧
・
紫
・
野
黄
。

広
瀬
大
忌
祭
（
三
九
八
頁
）
、
龍
田
風
神
祭
（
四
〇
〇
、
四
〇
二
、
四

〇
三
頁
）
ギ
鎮
二
御
魂
斎
戸
一
祭
（
四
三
六
頁
）
な
ど
。

碧
は
、
 
「
白
血
西
方
正
、
碧
是
西
方
聞
、
西
為
・
金
、
金
色
白
、
．
金
野
レ

木
故
碧
色
青
白
也
」
、
 
「
碧
、
深
青
也
、
唐
官
制
、
八
品
九
品
服
レ
碧

代
青
也
」
 
（
大
漢
和
辞
典
）
と
あ
り
、
元
来
、
乳
色
で
は
な
く
間
色
で

あ
る
が
、
唐
時
代
、
青
に
代
る
色
と
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

注
9
と
同
書
、
二
九
五
頁
。
な
お
、
二
二
四
～
二
三
四
頁
に
、
五
色
に

関
す
る
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

前
田
千
寸
『
日
本
色
彩
文
化
史
」
 
（
岩
波
書
店
 
昭
和
3
5
・
5
）
二
〇

一
～
二
〇
五
頁
 
 
 
 
 
 
 
 
．

．
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
 
中
』
 
（
塙
書
房
 
昭
和
3
9

・
3
）
七
九
九
、
八
○
○
頁

注
2
と
同
書
、
三
五
九
頁

田
辺
幸
雄
．
『
初
期
万
葉
の
世
界
』
 
（
塙
童
旦
房
 
昭
和
3
2
・
5
）
三
四
三

頁日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
万
葉
集
 
三
」
の
頭
注
 
九
四
頁

（13）

、
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藤
原
朝
臣
史
、
山
田
史
三
方
、
出
雲
介
吉
寝
首
、
紀
朝
臣
男
人
、
但
馬

守
百
済
公
和
麿
、
藤
原
朝
臣
総
前
の
作
。
 
『
続
紀
』
に
は
聖
武
天
皇
天

平
六
年
七
月
丙
寅
に
「
命
二
文
人
一
賦
二
七
夕
晴
詩
一
」
 
（
前
＝
二
四
頁
）

と
あ
る
。

注
2
4
と
同
書
 
一
一
二
八
、
一
一
四
一
、
＝
五
二
頁
な
ど
。

注
2
7
と
同
書
頭
注
三
九
一
頁

太
田
青
丘
『
日
本
歌
学
と
中
国
詩
学
」
 
（
弘
文
堂
 
昭
和
3
3
・
4
）

一
三
九
頁

注
1
3
と
同
書
、
七
五
頁

『
和
歌
集
心
躰
抄
抽
肝
要
」
な
ど
に
多
い
。
 
『
広
辞
苑
」
に
は
「
〔
東

雅
〕
に
、
 
「
あ
き
」
は
秋
で
農
民
の
間
で
収
穫
物
・
織
物
な
ど
を
交
換

す
る
商
業
が
秋
に
行
わ
れ
た
に
よ
る
」
と
あ
る
。

注
1
と
同
書
、
四
五
〇
頁
 
宇
治
川
に
「
是
川
」
 
（
1
1
二
四
二
七
、
二

四
二
九
、
二
四
三
〇
）
の
用
字
を
使
う
例
も
人
膚
歌
集
中
に
あ
る
。

森
淳
司
『
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
の
研
究
」
（
桜
上
社
 
昭
和
5
1
・
1
1
）

一
二
二
～
一
二
四
頁
（
二
二
八
頁

『
万
葉
集
大
成
」
の
総
索
引
単
語
篇
に
よ
っ
て
調
査
。

注
2
7
と
同
書
、
頭
注
 
六
九
頁

注
1
と
同
書
、
二
七
三
頁

注
1
と
同
書
、
四
二
九
頁

河
鰭
実
英
『
有
職
故
実
」
 
（
塙
書
房
 
昭
和
5
7
・
7
）
一
五
五
頁

「
色
は
雪
の
白
さ
に
て
、
…
…
顔
つ
き
た
ゴ
駒
の
や
う
に
、
鼻
い
ら
ら

ぎ
た
る
こ
と
限
な
し
」
 
（
＝
一
九
頁
）
と
い
う
兵
部
少
輔
の
顔
の
雪
の

よ
う
な
白
さ
。

424344

・
『
馬
の
毛
色
と
特
徴
」
 
（
日
本
軽
種
馬
登
録
協
会
 
昭
和
5
4
・
1
2
）
に

よ
る
。

本
居
宣
長
 
日
本
思
想
大
系
 
4
0
『
玉
勝
間
」
十
三
の
巻
、
七
白
馬
節

会
（
岩
波
書
店
 
一
九
八
○
・
九
）
四
一
一
頁

な
お
、
山
中
裕
「
国
際
交
流
」
 
（
『
年
中
行
事
の
歴
史
学
」
弘
文
堂

昭
和
5
6
・
3
所
収
）
に
も
ア
ヲ
ウ
マ
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

小
稿
「
黒
馬
」
と
し
て
、
い
ず
れ
発
表
す
る
予
定
。

「
小
稿
が
原
文
を
引
用
し
た
典
拠
文
献
は
、

万
葉
集
、
古
事
記
、
祝
詞
、
風
土
記
、
日
本
書
紀
、
懐
風
藻
、
土
左
日
記
、

落
窪
物
語
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
）

続
日
本
紀
は
、
改
訂
増
補
国
史
大
系
本
（
吉
川
弘
文
館
）

維
摩
経
義
疏
は
大
日
本
仏
教
全
書
第
一
三
巻
経
三
部
一
三
（
講
談
社
）

正
倉
院
文
書
は
、
大
日
本
古
文
書
一
～
二
十
五
ハ
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
、

東
京
大
学
出
版
会
）

寧
楽
遺
文
は
、
辻
善
之
助
 
久
松
潜
一
監
修
 
竹
内
理
三
編
（
東
京
堂
出
版
）

以
上
に
よ
る
。

（14）


